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要  旨 

 確率過程は確率現象を記述する上で非常に有用な道具であり，物理学・化学・経済

学・神経科学など，様々な分野で使われている．確率過程では，特にマルコフ過程に

ついては確立した理論的枠組みがある．例えば，マルコフ過程において，確率微分方

程式・マスター方程式には標準形の枠組みがあり，その範疇で定式化すればよく，原

理的な問題は，少なくとも形式的なレベルでは存在していないと言って良いだろう． 

 一方，非マルコフ過程については殆ど形式的な枠組みが発展していない．非マルコ

フ過程とは履歴依存性を持つ確率過程のことであり，多くの自然現象・社会現象は強

い非マルコフ性を持つことが知られている．非マルコフ過程については特殊な個別具

体的な現象の解析例は存在するが，解析手法についての一般論は存在していなかった． 

 本講演では幅広い非マルコフ過程を統一的に解析することが出来る手法として，場

のマスター方程式の理論を報告する．本手法では，補助場の変数を体系的に導入する

ことで，低次元非マルコフ過程を無限次元マルコフ過程（マルコフ場の理論）に変換

するというアプローチを採る．我々が発見した補助場変数の組に基づいて連続時間非

マルコフ過程を場の理論に変換することで，点過程と呼ばれる幅広い非マルコフ過程

について，マスター方程式の標準形を導出できることがわかった．本手法に基づいて

マスター方程式を解析することで，ホークス過程などの具体的な問題の解析解を導出

することが出来るため，そういった応用事例についても報告を行う予定である．        
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